
医療機関ごとの具体的対応方針について（一般病床・療養病床）
（「地域医療構想の推進に関する意向調査」令和４年度から令和７年度調査結果より）

黄色セル：令和６年度からの変更箇所 ※複数該当がある場合は、特に注力するものが「◎」それ以外が「○」
現状 具体的対応方針
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1 病院 医療法人徳洲会山形徳洲会病院 0 60 0 148 75 283 0 60 0 148 75 0 283 283 0 96 39 148 0 0 283 283 ○ ◎ ○ ○
二次救急の受入を拡大するとともに回復期リハ病棟の回棟
で、運動機能や脳血管疾患の患者に対するリハビリテー
ションを強化する。

○ ◎ ○ ○ ○ 〇 未

2 病院 医療法人篠田好生会　篠田総合病院 0 112 108 110 53 383 0 112 108 110 50 0 380 380 0 58 162 110 50 0 380 380 ○ ○ ○

急性期・回復期・療養・在宅までのシームレスな医療の提供
を行うと伴に回復期リハビリテーションの機能を充実しつつ
地域の急性期病院から脳疾患、頚部骨折、心疾患、廃用等
のリハビリテーション患者の受け入れを担う。

○ ◎ ○ 未 未

3 病院 山形大学医学部附属病院 335 266 0 0 0 601 518 83 0 0 0 0 601 601 518 83 0 0 0 0 601 601 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 未 未

4 病院 公立学校共済組合東北中央病院 0 160 92 0 0 252 0 160 82 0 0 10 252 242 0 160 92 0 0 0 252 252 ◎ ○ ○ ⑤については、整形外科（脊椎脊髄外科分野）の診療 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 整形外科（脊椎脊髄外科分野） 未 〇

5 病院 井出眼科病院 0 0 26 0 0 26 0 0 26 0 0 0 26 26 0 0 26 0 0 0 26 26 ○
眼科疾患の中でも手術でしか治療できない高度な医療の提
供を行っており、入院が必須である。

○
法人として最上地方に新庄井出眼科を有し、最
上地方のへき地を含めた眼科医療を支えてい
る。

〇 〇

6 病院 医療法人社団小白川至誠堂病院 0 46 0 99 0 145 0 46 0 99 0 0 145 145 0 46 0 99 0 0 145 145 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

7 病院 山形市立病院済生館 15 513 0 0 0 528 15 513 0 0 0 0 528 528 15 513 0 0 0 0 528 528 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 〇 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ 〇 〇

8 病院 医療法人横山厚生会　横山病院 0 30 0 0 0 30 0 30 0 0 0 0 30 30 0 30 0 0 0 0 30 30 ○

産婦人科単科の病院として、妊婦健診から分娩、産褥まで
を継続してみていく。分娩に関しては、ハイリスク妊娠・分娩
は総合病院と連携を図り、育児等に関しては地域の保健師
と連携していく

○ 〇 〇

9 病院 済生会山形済生病院 12 299 100 0 0 411 12 299 100 0 0 0 411 411 4 299 100 0 0 0 403 403 ○ ○ ○ ◎ ⑤は整形外科（人工関節）の診療 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・整形外科（人工関節）
・包括期機能（高齢者疾患の診療、リハビリテー
ションの推進など）

〇 未

10 病院 社会医療法人松柏会至誠堂総合病院 0 40 159 0 0 199 0 40 159 0 0 0 199 199 0 40 159 0 0 0 199 199 ◎ ○ ○

・病院の新築移転事業とも相まって、病棟再編事業に取り
組み、回復期機能の強化を行う。
・在宅患者の後方機能とともに、病院における在宅機能の
強化を計画している。

○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 〇 〇

11 病院 矢吹病院 0 40 0 0 0 40 0 0 20 20 0 0 40 40 0 0 20 20 0 0 40 40 ◎ ○ ○ ○ ◎ 未 未

12 病院 独立行政法人国立病院機構山形病院 0 0 0 300 0 300 0 0 0 300 0 0 300 300 0 0 0 300 0 0 300 300 ○ ◎

県内の他病院にはない専門的な医療を展開しており、神経
難病にあっては山形県より難病診療分野別拠点病院の指
定を受け、村山医療圏のみならず県内から広く患者を受入
れ診断から慢性期医療までを一貫して行っている。
また、てんかんセンターは東北各地から紹介を受け薬物治
療等専門的な医療を行っている。
さらに重症心身障がい児（者）に対しては、米沢病院、山形
県立こども医療療育センターと医療・療育の連携を図ってい
る。
その他、山形県からの委託事業である高次脳機能障がい
者支援センターでは障がい者の社会復帰の支援を行い、認
知症疾患医療センターでは、認知症に関する相談事業（患
者、家族、地域包括支援センター、かかりつけ医含む）、専
門的な診断、急性期への対応は地域医療機関と連携し対
応している。

○ 〇 〇

13 病院 ○ 山形県立中央病院 61 414 30 0 102 607 61 414 30 0 102 0 607 607 61 414 30 0 56 46 607 561 ◎

３次救急医療に対応する救命救急センターを設置している。
ドクターヘリ基地病院である。
母体・胎児・新生児の集中治療管理を行う総合周産期母子
医療センターを設置している。
都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受けている。

◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 〇 未

14 病院 ○ 寒河江市立病院 0 56 35 7 0 98 0 56 35 7 0 0 98 98 0 56 35 7 0 0 98 98 ◎ ○ ○
適時、回復期病床を拡大している現状であり、退院後のフォ
ローや今後の医療ニーズに合わせた在宅医療の提供と支
援を進めていく。

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
高齢者の骨折等と機能回復のためのリハビリ
テーション

〇 〇

15 病院 社会医療法人みゆき会 みゆき会病院 0 48 91 44 0 183 0 48 91 44 0 0 183 183 0 48 91 44 0 0 183 183 ○ ○ ○ ○ ○
地域医療を包括的にカバーすると共に、脊椎外科およびス
ポーツ整形外科のハイボリュームセンターとして機能する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

16 病院 山形県立こども医療療育センター 0 0 0 60 0 60 0 0 0 60 0 0 60 60 0 0 0 60 0 0 60 60 ○
・小児整形、発達障がいへの対応
・療育、障がい児、発達促進を目的としたリハビリテーション
・医療的ケア児への診療及び支援

○ ◎ ○
・手術後の小児への集中リハビリテーション
・医療的ケア児の短期入所事業
・重度障がい児を対象とした歯科診療

〇 〇

17 病院 医療法人社団丹心会　吉岡病院 0 78 48 0 0 126 0 78 48 0 0 0 126 126 0 78 48 0 0 0 126 126 ◎ ◎ 現在通り、救急告示病院の役割に沿って運営していく ◎ ○ 入院設備の充実 〇 〇

18 病院 ○ 天童市民病院 0 0 54 30 0 84 0 0 54 30 0 0 84 84 0 0 54 30 0 0 84 84 ○ ◎ ○
高度急性期又は急性期の基幹病院の後方支援病院とし
て、地域包括ケアの推進に寄与する。

○ ○ ◎ 〇 〇

19 病院 医療法人篠田好生会　天童温泉篠田病院 0 60 0 0 0 60 0 60 0 0 0 0 60 60 0 60 0 0 0 0 60 60 ○ ○
天童市として初の介護保険施設である介護医療院を開設し
（病院併設型）、医療・介護サービスの提供が可能

○ 〇 〇

20 病院 医療法人財団明理会山形ロイヤル病院 0 0 0 322 0 322 0 0 0 322 0 0 322 322 0 0 0 322 0 0 322 322 ○ ◎

当院は療養病棟入院基本料Ⅰを算定しており、長期療養の
必要な重症患者の受入を行っているとともに、急性期経過
後のリハビリテーションを積極的に提供するためのセラピス
トの人員体制を強化し、R7.12.1現在97名在籍。在宅復帰に
も注力し、在宅復帰機能強化加算を算定している。

○ ◎ 〇 〇

21 病院 ○ 北村山公立病院 0 222 48 0 30 300 0 222 48 0 20 0 290 290 0 222 48 0 20 0 290 290 ◎ ○
北村山地域唯一の急性期病院、救急告示病院としての役
割を果たすとともに、回復期医療も担っていく

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 未 未

22 病院 医療法人敬愛会　尾花沢病院 0 0 0 26 0 26 0 0 0 26 0 0 26 26 0 0 0 26 0 0 26 26 ○ ○ ○ ◎ ○
がん末期や高齢者のうつ病や難治性疾患等への対応とし
て現在の病床数は必要不可欠と考える

○ ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 〇

23 病院 ○ 山形県立河北病院 0 60 70 0 0 130 0 60 70 0 0 0 130 130 0 60 70 0 0 0 130 130 ◎ ◎
高度急性期病院や医療機関、介護・福祉施設や近隣地域
の医師会との連携強化、総合診療機能も取り入れた救急医
療から在宅医療までの連携を進めていく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門医不在（脳・循内・小児）のため診療機能が
制限される

〇 〇

24 病院 ○ 西川町立病院 0 0 28 0 0 28 0 0 28 0 0 0 28 28 0 0 28 0 0 0 28 28 ◎ ○ ○ 町唯一の医療機関としての機能を担う役割がある。 ○ ○ ◎ 〇 〇

25 病院 ○ 朝日町立病院 0 0 40 0 0 40 0 0 40 0 0 0 40 40 0 0 40 0 0 0 40 40 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 〇 〇

将来（令和９年）を見据えた地域において自院が担うべき役割
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26 診療所 佐藤眼科医院 0 6 0 0 0 6 0 6 0 0 0 0 6 6 0 6 0 0 0 0 6 6 ○ 眼科診療に特化した機能 ○ 現行と変わらず 〇 〇

27 診療所 長岡医院 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 1 ◎ 未 〇

28 診療所 山田菊地医院 0 4 0 15 0 19 0 4 0 15 0 0 19 19 0 0 0 0 19 0 19 19 〇 未

29 診療所 土屋眼科医院 0 5 0 0 0 5 0 5 0 0 0 0 5 5 0 5 0 0 0 0 5 5 ◎ 眼の手術後の入院など ◎ 眼の手術後の入院など 〇 〇

30 診療所 医療法人社団羽根田産婦人科クリニック 0 11 0 0 0 11 0 11 0 0 0 0 11 11 0 11 0 0 0 0 11 11 ◎ 産婦人科　妊婦健診　分娩　産後管理 ◎ 〇 〇

31 診療所 国井クリニック 0 15 0 0 0 15 0 15 0 0 0 0 15 15 0 15 0 0 0 0 15 15 ◎ ○ ◎ 婦人科がんの発見 〇 〇

32 診療所 高野せきね外科・眼科クリニック 0 3 0 0 0 3 0 2 0 0 0 0 2 2 0 2 0 0 0 0 2 2 ◎ ○ 白内障手術にて日帰り入院を基本にしています。 ○ ○ ○ ○ ○ 眼科疾患 未 未

33 診療所 さとうウィメンズクリニック 0 19 0 0 0 19 0 19 0 0 0 0 19 19 0 19 0 0 0 0 19 19 ◎ ◎ 〇 〇

34 診療所 大竹内科呼吸器科医院 0 2 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 2 2 0 2 0 0 0 0 2 2 ○
睡眠時無呼吸症候群の精密検査を行う数少ない医療機関
の１つである。

○ 睡眠時無呼吸症候群の精密検査と治療 〇 〇

35 診療所 医療法人さくら会菅クリニック 0 14 0 0 0 14 0 14 0 0 0 0 14 14 0 14 0 0 0 0 14 14 ◎ ○ 〇 〇

36 診療所 後藤眼科医院 0 6 0 0 0 6 0 6 0 0 0 0 6 6 0 6 0 0 0 0 6 6 ◎ 〇 〇

37 診療所 医療法人社団伍光会北村山在宅診療所 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 ○ ○ 〇 〇

38 診療所 尾花沢市中央診療所 0 0 19 0 0 19 0 0 19 0 0 0 19 19 0 0 19 0 0 0 19 19 ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 〇

39 診療所 白田医院 0 0 0 16 0 16 0 0 0 15 0 0 15 15 0 0 0 15 0 0 15 15 ○ ○ ○ ○ ○ 未 未

40 診療所 吾妻クリニック 0 10 0 0 0 10 0 10 0 0 0 0 10 10 0 10 0 0 0 0 10 10 ○ 令和6年度中に急性期病床19床→10床 ○ 〇 〇

41 診療所 山形眼科歯科 0 3 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 3 3 0 3 0 0 0 0 3 3 ○ 眼科の周術期管理 ○ 眼科の周術期管理等 〇 〇

423 2,603 948 1,177 261 5,412 606 2,379 958 1,197 247 10 5,397 5,387 598 2,357 1,061 1,181 146 46 5,389 5,343 現状とR7年度の病床機能別病床数が一致 33 31

523 1,687 1,431 1,232 4,873 523 1,687 1,431 1,232 0 0 4,873 4,873 523 1,687 1,431 1,232 0 0 4,873 4,873
地域の実施率（実施済機関÷地域の医療機関
数）

80.5% 75.6%

▲ 100 916 ▲ 483 ▲ 55 261 539 83 692 ▲ 473 ▲ 35 247 10 524 514 75 670 ▲ 370 ▲ 51 146 46 516 470

必要病床数（B）

差（C）（A-B）

意向調査合計（A)
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